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なりません。本誌はこの意図に沿って，人生の基礎となる乳児，幼児，小学生を対
象として，育児，保健を科学的，実践的に扱うことを目標としています。
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　みなさんは子どもの支援現場で難しいケースに遭遇したときに，「これは医療だ
けでは解決できない」「制度の方がおかしいのではないか」と思ったことはありませ
んか。そのような場合，米田有希先生は，「医療現場で感じる困難の多くは，個々
の医療者の努力だけではどうにもならない構造的な問題です。であれば，その構造
を変える手段として政策に働きかけることも，医療者としてごく自然な延長線上の
行動といえるかもしれません」と述べています。ではどうすれば私たちは医療政策に
働きかけることが可能になるのでしょうか。ここで，ふらいと先生がキャスティン
グされたさまざまな立場の人がヒントをくれます。日本小児科学会会長の滝田順子
先生は，子ども医療政策で最も大切なことは「子どもを中心におく」という視点で
あると強調しています。
　発達障害，いじめ，子ども・若者の自死，社会的養護とケアリーバー，医療的ケ
ア児と小児在宅医療，療育……。現在の医療・福祉制度では「ままならない」こと
が多い問題に対して，医療政策をアップデートしていくための学びがいっぱいで
す。これぞチャイルドヘルス！という一冊になっているのではないでしょうか。
 （小林穂高）
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＊場合によってタイトル・内容に変更が生じることもあります。ご了承ください。
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